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　情報処理学会人文科学とコンピュータ研究会の主催する「人文科学とコンピュータ」シンポジウムは，今年で10年目となるが，毎年，人文科学と情報科学・情報技術のコラボレーションによる先進的な研究発表が行われてきている．本稿では，当日配布されるシンポジウム論文集に載せるためのカメラレディ論文を作成する際の，いくつかの指示，注意事項について述べている．
Preparing a camera-ready manuscript for the Jimonkon 2009 conference
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The Computers and the Humanities Symposium run by the special interest group of the IPSJ named “Computers and the Humanities” has already 9 years of history, and many advanced studies done by the collaboration of humanities and computer science/engineering have been presented there.  This manuscript describes the directions and hints for preparing a camera-ready manuscript for the symposium proceedings.
１． まえがき
　この文書は2009年度における情報処理学会「人文科学とコンピュータ」シンポジウム，愛称「じんもんこん」のカメラレディ論文の作成の仕方について述べ，またこれ自体が論文の書式見本となることを意図としたものです．
2 ．カメラレディ原稿
　じんもんこんでは，投稿された「概要論文」をプログラム委員を中心とする各分野の専門家複数人による査読を行い，採否を判断します．概要論文が採択されると，シンポジウム当日に参加者に配布される論文集[1]のための論文を提出していただきます．論文集は，提出された論文原稿をそのまま（Ｂ５版に縮小して）写真製版し印刷します．この原稿を「カメラレディ原稿」と呼びます．
3．発表の形式
すでに概要論文を投稿いただいた際にご連絡しているように，じんもんこん2009では，口頭発表，ポスター発表，デモ発表の３種類の発表形式を計画しています．
発表者の希望する発表形式は，概要論文の提出時に意思表示してもらっていますが，この希望とプログラム委員会の判断によって最終的な発表形式を決定しています．

当初ご説明しているとおり，いずれの発表形式の場合も，論文集用カメラレディ論文の提出が必要です．
４．カメラレディ論文作成上の注意

カメラレディ論文は必ず８ページまたは６ページで作成してください．限られたページ数ですが，必要十分な内容を含めるように，また分かりやすく記述するように留意してください．規定枚数以外の原稿の掲載はお断りする場合があります．
（１）Ａ４判用紙に，本執筆見本に示す体裁に従って内容の記述・図表の組み込みを行います．本文は，１段組，２段組のどちらでも構いません．上下のマージンはそれぞれ30mm程度，左右のマージンはそれぞれ25mm程度に設定し，原稿中央下部に通しページ番号を記入してください．
（２）Ａ４の原稿をＢ５版に縮小して印刷しますので，縮小されても明瞭に読めるよう注意して作成してください．
（３）使用言語は日本語または英語とします．
（４）１ページ目のタイトル部分は，論文表題，著者名，所属と抄録（３００字程度）を，また，英文タイトル，英文著者名と所属，英文抄録（１００語程度）も記述してください．
（５）フォントの種類および大きさは，特に指定しません．本原稿執筆見本を参考にしてください．
（６）参考文献は本執筆見本末尾の「参考文献」のように記述し，ここで挙げた参考文献は必ず本文中の対応する箇所で，たとえば[2]のように書いて参照関係を明示してください．
（７）図や表には，「図１」，「表１」のように番号を振った上でキャプションをつけ，必ず本文中で参照するようにしてください．図のキャプションは図の下に、表のキャプションは表の上につけてください．
（８）カラー印刷には対応しません．カラーで原稿を作成・送付されても，そのまま白黒で製版し印刷しますのでご注意ください．色彩関係の研究など，色が分からないと理解できないものの場合は，発表当日に，要所のみカラー印刷したものを，発表者自身でハンドアウトとして配布することで対応してください．
５．カメラレディ論文の送付
カメラレディ論文は，Ａ４用紙に明瞭に印刷したものを以下の送付先に送ってください．メール等による電子的な送稿はお受けできませんのでご注意ください．
カメラレディ論文送付先：　
〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台1-5　       　





化学会館4F
（社）情報処理学会　研究部門　調査研究　じんもんこん2009担当　渡辺未果　宛
Tel: 03-3518-8372（代表）

Fax.03-3518-8375　
カメラレディ論文の締切りは，  ２００９年１１月１８日（水）（必着）です．郵便の遅れ等を考慮して，余裕をもっての送付をお願いします．
６．著作権について

　採録された論文を論文集に掲載するにあたっては，情報処理学会の著作権規定に従って，論文の著作権を情報処理学会に譲渡いただくことになります．詳細は[3]をご覧ください．
７．あとがき

実行委員会およびプログラム委員会は，多くの研究発表により，実りあるシンポジウムとなることを願っています．皆様のご協力をお願いいたします．
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